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厚生労働省健康局結核感染症課 

感染症情報管理室長  報道関係者  各位  
 

中国で近年報告されている新しいダニ媒介性疾患の 

患者が国内で確認されました 
 

 今般、中国において2009年頃より発生が報告され、2011年に初めて原

因ウイルスが特定された新しいダニ媒介性疾患「重症熱性血小板減少

症候群（Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome: SFTS）」の症例

が、山口県において確認されました。 

 

 これを受けて、厚生労働省では、本疾患に関する資料を作成し、都道

府県等に情報提供を行うとともに、医療機関に対して、同様の患者を診

察した際は情報提供するよう、自治体を通じて協力を要請したところです。 

 

 厚生労働省では、引き続き、本疾患に関する情報収集や調査研究を

実施し、適切な対応を行ってまいります。 



SFTSに関するこれまでの経緯 
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SFTS患者の愛媛県内居住区 
（保健所管内） 

9人 
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宇和島保健所 

八幡浜保健所 

中予保健所 

松山市保健所 
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西条保健所 

四国中央保健所 



愛媛県における20名のSFTS患者の概要 

5 90代 F 5月 ＋ ＋ D
6 70代 F 5月 ＋ ＋
7 70代 M 6月 ＋ －
8 70代 F 7月 － －
9 90代 M 8月 － ＋ D
10 90代 F 2014年4月 ＋ －
11 80代 F 4月 － ＋ (D)
12 60代 F 5月 ＋ －
13 60代 M 6月 ＋ ＋
14 60代 F 6月 ＋ －
15 80代 F 7月 ＋ ＋ D
16 80代 F 7月 － －
17 70代 F 8月 － ＋ D
18 70代 M 8月 － ＋ D
19 50代 M 8月 ＋ ＋
20 50代 M 2015年4月 ＋ －

D 死亡、(D) SFTSで入院したが同疾患からは回復し別の原因で死亡

 

D 死亡、(D) SFTSで入院したが同疾患からは回復し別の原因で死亡 



SFTSの制圧に向けた総合的研究 

厚生労働省科学研究費（平成25〜27年度） 

A. 診断・予防・治療法の研究 

簡便・迅速な診断法 

発症病理、動物モデルに関する研究 

ワクチン開発、抗ウイルス薬の検索 

B. マダニの生態の研究 

媒介マダニの広域調査 

媒介マダニのホットスポット調査 

D. ウイルス学的研究 

感染機構とウイルス増殖の解析 

病原性の解明 

弱毒ウイルスの作製 

C. 動物での生態の研究 

齧歯類、小動物の疫学調査 

野生動物、家畜等の疫学調査 

F. 国内ネットワークの構築 

診断体制の整備 

調査研究ネットワークの構築 

E. 臨床対応のガイドライン 

診断・治療ガイドライン 

院内感染対策・患者搬送ガイドライン 

SFTSの 

リスク評価 

SFTSの制圧 



愛媛県におけるSFTS対策 

1. 医療従事者・感染症対策担当者等を対象に研修会
を実施 
 

2. 保健所等と連携して地域住民の教育・啓蒙を実施 
 

3. 感染源であるマダニや野生動物の対策 

SFTSの制圧に向けた総合的研究 

厚生労働省科学研究費補助金研究（平成25〜27年度） 

科学的根拠 



衛生環境研究所・保健所の取り組み 
（研修会・講習会） 

• 期間：平成25年4月～27年9月まで 

• 研修会実施主体：愛媛県内の保健所、 

             衛生環境研究所 

• 対象：農業従事者他 

• 実施回数：４３回 

• 延参加人員：４，０４８人 



No. 日時 区分 対象

1 H25.4.9 八幡浜保健所 管内市町

2 H25.6.10 四国中央保健所 四国中央市

3 H25.6.10 西条保健所 西条保健所管内市町

4 H25.6.10 中予保健所 中予保健所管内市町

5 H25.6.11 今治保健所 管内市町（今治市、上島町）

6 H25.6.12 宇和島保健所 宇和島保健所管内市町

7 H26.3.12 八幡浜保健所 管内市町

8 H26.4.25 宇和島保健所 管内市町

9 H26.4.28 中予保健所 管内市町

10 H26.5.1 今治保健所 管内市町（今治市、上島町）

11 H26.5.8 四国中央保健所 四国中央市

12 H26.9.5 八幡浜保健所 管内市町

13 H26.9.8 宇和島保健所 管内市町

14 H26.9.9 西条保健所 管内市町

15 H26.9.9 中予保健所 中予保健所管内市町

16 H27.2.23 八幡浜保健所 管内市町

17 H27.4.20 宇和島保健所 管内市町

18 H27.4.28 四国中央保健所 管内市町

19 H27.4.28 今治保健所 管内市町

20 H27.4.28 中予保健所 管内市町

21 H27.5.1 西条保健所 管内市

22 H27.5.1 八幡浜保健所 管内市町

掲載結果

広報今治７月15日号、広報かみじま７月号　掲載

管内全市町で掲載

四国中央市の広報誌に掲載されていた

管内全市町の広報掲載７月号(久万高原町は依頼前に４月号掲載)

管内全市町で掲載

鬼北町ＨＰ掲載

西条市・新居浜市の広報誌に掲載されていた

管内全市町広報掲載(６月号）

砥部町の10月号の広報に掲載予定。また、集会等でリーフレット配布準備中

広報今治(6/15)、広報かみじま(7月号)　「注意喚起」掲載

管内市に対し、注意喚起の広報掲載依頼

管内市へ掲載依頼：７月号又は８月号に掲載予定とのこと

砥部町６月号広報掲載
東温市、松前町７月号に掲載、更に健診時注意喚起をチラシで配布
久万高原町　回覧で注意喚起について全戸通知

四国中央市の農業振興課HPに掲載された

集会等でリーフレット配布

管内市町に対し、注意喚起の広報掲載依頼

管内市町に対し、注意喚起の広報掲載依頼

宇和島市：６月号広報・ホームページ掲載
鬼北町：子育て通信「ほくほく通信」掲載、猟友会健康教育実施
愛南町：６月号広報・ホームページ掲載

市町広報誌への掲載依頼 



SFTSウイルス感染経路 

経卵伝播 

ヒト 

ヒト 

院内感染，家族内感染 

成ダニ 

幼ダニ 

卵 

経期伝播 

若ダニ 

マダニ – 哺乳類サイクル マダニ –マダニサイクル 



パンフレット作成・配布：野外活動時の服装例 

長袖 

長ズボン 

靴下 

靴 

帽子 

手袋 

by R. Kikuchi 

首回り，シャツ袖口，ズボンの
裾などの隙間をふさぐ 
 

襟，袖，裾などに，防虫スプ
レーを噴霧 

マダニ人体刺咬部位 

(Mahara Hosp.,Tokushima,Japan) 



①②
⑤⑦ 

③⑥
⑧⑪ 

④⑨ 

⑩ 

マダニの採取について（採取期間・採取場所など） 

採取数 2720匹 

厚生労働科学研究班：「SFTSの制圧に向けた総合的研究」班 
マダニ採取  ： 愛媛県立衛生環境研究所 
マダニ分類  ： 愛媛県立衛生環境研究所 
マダニの分類確認：馬原アカリ医学研究所 
SFTSV遺伝子検査：国立感染症研究所 獣医科学部 
採取期間：2013年11月～2014年7月 



愛媛県での野生動物等の抗SFTSV抗体保有状況 

動物種 実施・協力機関 頭数 陽性数 

陽性率 

愛媛県 全国 

イノシシ 
八幡浜保健所 

衛生環境研究所 
40 10 25.0% 4.6% 

ニホンジカ 
宇和島保健所 

衛生環境研究所 
20 4 20.0% 23.2% 

野外飼育犬 

西条保健所 

八幡浜保健所 

動物病院 

33 3 9.1% 
8.9% 

（猟犬） 

収容犬 
動物愛護センター 

松山市保健所 
14 2 14.3% 

血液検体の保管・管理は衛生環境研究所 
抗SFTSV抗体価は感染研獣医科学部で測定 



地域住民の抗SFTS抗体 
保有調査 

患者が多い南予地区を中心に抗体保有率
（感染歴）の把握（694人から採血） 
 

国立感染症研究所と共同で、感染・発症の
リスク因子を解析 

 患者多発地域への重点的な啓発と予防
意識の向上 
 

 マスコミへの情報提供を通じた県全体へ
の波及効果 
 

 科学的根拠に基づいた予防啓発の実施 

期待される効果 



65 
9% 

299 
43% 

330 
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中予保健所 

宇和島保健所 

八幡浜保健所 

 保健所別対象者数（n=694） 

調査対象者の概要（保健所別、性別） 

 性別（n=694） 

男 
319 
46% 

女 
375 
54% 

抗体陽性者 

•抗体陽性者は八幡浜保
健所管内在住者2名 

•抗体陽性者は男性1
名、女性1名 
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八幡浜保健所 

宇和島保健所 

中予保健所 

 年齢分布（n=694） 

調査対象者の概要（年齢分布、農林業従事歴） 

 農林業従事歴（n=693、複数回答） 

抗体陽性者 
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八幡浜保健所 

宇和島保健所 

中予保健所 

•年齢分布は保健所別に差はない 

•抗体陽性者は60歳代1名、70歳代1名 

抗体陽性者 

•八幡浜は柑橘と畑が多い 

•宇和島は畑が多く、米作、柑
橘、林業と続く 

•抗体陽性者2名はいずれも柑
橘栽培と畑作業に従事 



抗体調査結果の公表 
（愛媛新聞 H28.1.13) 

 八幡浜保健所菅内在住 
 

 60歳台男性と70歳台女性 
 

 農業従事者 
 

 マダニ刺咬歴  
  あり（男性）、不明（女性） 



重症熱性血小板減少症候群（SFTS） 
患者数の推移 
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愛媛 

愛媛以外 

 愛媛は平成27年に激減（25年9人⇒26年11人⇒27年1人） 
都道府県別年間報告数  1位     1位     13位 

 全国（愛媛以外）は増加が続く（25年43人⇒26年50人⇒27年59人） 

 引き続きマダニに咬まれないように注意が必要 



住 民 

研修会の開催 

科学的根拠 

感染症情報センター 
SFTS遺伝子監査 
マダニの生態調査当 

研究班プロジェクト 
「SFTSの制圧向けた

総合的研究」 

感染拡大防止 

住民参加型事業 

「農林水産参観デー」
開催 

愛媛県におけるSFTS健康危機管理体制 

直接住民と対話 
情報発信 

国立感染症研究所 

地域環境 

自宅 

農林水産研究所 

保健所 
市町 

衛生環境研究所 

研修会の開催 
県庁 

全体の把握 

パンフレット作成・配布 

イベントの開催 

医師会 
医療機関 


